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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平面視多角形の底板の各辺にそれぞれ谷折り線を介して側板を連設し、隣接する側板の
いずれか一方の側板に他方の側板内側に折り曲げられるフラップを谷折り線を介して連設
した食品包装箱において、前記フラップと前記他方の側板との対向辺の対応位置に、互い
に反対方向へ屈曲する「ヘ」字状の切り欠きからなる係合部をそれぞれ設け、各側板及び
各フラップを展開して、前記対応位置にそれぞれ設けられた「ヘ」字状の切り欠き同士を
係合させて隣接する側板とフラップとを部分的に重ねて、各側板及び各フラップを前記底
板の周囲に斜め上方に立ち上げて皿状に組み立て可能としたことを特徴とする食品包装箱
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、箱を展開すると皿としての機能を発揮する食品包装箱に関する。
【０００２】
【従来の技術】
食品包装箱としては、平面視四角形の底板の各辺に側板をそれぞれ谷折り線を介して連設
し、隣接する側板のいずれか一方の側板に他方の側板内側に折り曲げられるフラップを谷
折り線を介して連設した組立箱がよく使用されている。また、例えば、ケーキ等の包装箱
として、四角形の底板の各辺にそれぞれ谷折り線を介して連設される複数の側板と、各側
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板間に谷折り線を介して連設される補助片と、前記側板の対向する一対の側板にそれぞれ
谷折り線を介して連設される蓋板と、残りの対向する一対の側板にそれぞれ折り線を介し
て連設される吊り下げ片とを備えたものもある（例えば、特許文献１参照。）。
【０００３】
【特許文献１】
特開２０００－３１８７２５号公報（第２～４頁、図１～４）
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述の従来の箱は、輸送・貯蔵に適した機能を有するものの、箱を展開す
ると平板状になるので、収納された食品を別の皿に移す必要がある。例えば、学校給食の
デザートとして配膳される１個箱入りケーキでは、生徒がケーキを持って別の皿に移して
食べているので、非衛生的であった。また、アウトドアでの喫食の際には、箱を持って食
べるので、食べにくく、収納された食品がこぼれたりすることがある。
【０００５】
そこで本発明は、側板の展開が容易で、展開すると、内容物がこぼれない、持ちやすい等
の皿としての機能を発揮する食品包装箱を提供することを目的としている。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記した目的を達成するため、本発明は、平面視多角形の底板の各辺に側板をそれぞれ
谷折り線を介して連設し、隣接する側板のいずれか一方の側板に他方の側板内側に折り曲
げられるフラップを谷折り線を介して連設した食品包装箱において、前記フラップと前記
他方の側板との対向辺の対応位置に、互いに反対方向へ屈曲する「ヘ」字状の切り欠きか
らなる係合部をそれぞれ設け、各側板及び各フラップを展開して、前記対応位置にそれぞ
れ設けられた「ヘ」字状の切り欠き同士を係合させて隣接する側板とフラップとを部分的
に重ねて、各側板及び各フラップを前記底板の周囲に斜め上方に立ち上げて皿状に組み立
て可能としたことを特徴としている。
【０００７】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明を、図面に示す各実施形態例に基づいて、さらに詳細に説明する。図１乃
至図４は、直方体の食品包装箱に本発明を適用した第１実施形態例を示すもので、図１は
展開図、図２は箱に組み立てる途中の斜視図、図３は箱として組み立てられた状態の斜視
図、図４は皿として組み立てられた状態の斜視図である。
【０００８】
耐油・耐水加工を施した紙製の食品包装箱１は、長方形の底板２の対向する長片の一方の
辺（図１において下側）に谷折り線２ａを介して四角形の第１側板３を、他方の辺（図１
において上側）に谷折り線２ｂを介して四角形の第２側板４をそれぞれ連設するとともに
、対向する短辺の一方の辺（図１において右側）に谷折り線２ｃを介して四角形の第３側
板５を、他方の辺（図１において左側）に谷折り線２ｄを介して四角形の第４側板６をそ
れぞれ連設し、さらに、第３側板５に谷折り線５ａを介して蓋板７を、第４側板６に谷折
り線６ａを介して蓋板８をそれぞれ連設している。
【０００９】
第１側板３は、隣接する第３側板５側に谷折り線３ａを介して扇形の第１フラップ９を、
隣接する第４側板６側に谷折り線３ｂを介して扇形の第２フラップ１０を、残りの辺に谷
折り線３ｃを介して折り曲げ片１１をそれぞれ連設している。また、第２側板４は、隣接
する第３側板５側に谷折り線４ａを介して扇形の第３フラップ１２を、隣接する第４側板
６側に谷折り線４ｂを介して扇形の第４フラップ１３を、残りの辺に谷折り線４ｃを介し
て折り曲げ片１４をそれぞれ連設している。第１及び第３フラップ９，１２は、展開状態
で第３側板５との空間を埋める大きさに形成され、また、第２及び第４フラップ１０，１
３も、同様に、展開状態で第４側板６との空間を埋める大きさに形成されている。
【００１０】
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第３側板５と第１フラップ９とは、それぞれの対向辺５ｂ、９ａに、互いに係合するため
の係合部として切り欠き１５，１６を対応する位置に形成し、また、第３側板５と第３フ
ラップ１２も、それぞれの対向辺５ｃ，１２ａに互いに係合するための切り欠き１７，１
８を対応する位置に形成している。同様に、第４側板６と第２フラップ１０も、それぞれ
の対向辺６ｂ，１０ａに互いに係合するための切り欠き１９，２０を、第４側板６と第４
フラップ１３も同様に、それぞれの対向辺６ｃ，１３ａに互いに係合するための切り欠き
２１，２２をそれぞれ対応する位置に形成している。蓋板７，８は、それぞれの先端に互
いに係合するための係止溝７ａ，８ａを設けている。
【００１１】
この食品包装箱１は、各フラップ９，１０，１２，１３をそれぞれ箱内側へ折り曲げ、第
１側板３及び第２側板４を箱内側へ折り曲げ、続いて、第３側板５及び第４側板６を箱内
側へ折り曲げると、フラップ９，１２が第３側板５の内側に、フラップ１０，１３が第４
側板６の内側にそれぞれ折り曲げられて、第１側板３、第２側板４、第３側板５及び第４
側板６が底板２に対して９０度立ち上がる。この状態で各側板３，４，５，６で囲まれる
空間内に例えばケーキＣを入れ、折り曲げ片１１，１４を箱内側へ折り曲げ、さらに蓋板
７，８を箱内側へ折り曲げて、蓋板７，８の係止溝７ａ，８ａ同士を係合させると、食品
包装箱１が直方体形の箱に組み立てられる。
【００１２】
次に、食品包装箱１を皿として使用する順序を説明する。蓋板７，８の係合を解いて蓋板
７，８を開き、第１側板３、第２側板４、第３側板５、第４側板６及び各フラップ９，１
０，１２，１３を広げて展開し、第３側板５の切り欠き１５にフラップ９の切り欠き１６
を、第３側板５の切り欠き１７にフラップ１２の切り欠き１８を、第４側板６の切り欠き
１９にフラップ１０の切り欠き２０を、第４側板６の切り欠き２１にフラップ１３の切り
欠き２２をそれぞれ差し込んで係合させると、第３側板５とフラップ９，１２、第４側板
６とフラップ１０、１３とがそれぞれ部分的に重なって、各側板３，４，５，６及び各フ
ラップ９，１０，１２，１３は、ケーキＣを載置した底板２の周囲に斜め上方に立ち上り
、底板２の周囲に上方へ広がるテーパー状の縁を形成して皿状に組み立てられる。
【００１３】
　図５乃至図７は、平面視三角形の食品包装箱に本発明を適用した第２実施形態例を示す
もので、図５は展開図、図６は箱として組み立てられた状態の斜視図、図７は皿として組
み立てられた状態の斜視図である。食品包装箱３０は、三角形の底板３１の各辺に、谷折
り線３１ａを介して四角形の第１側板３２を、谷折り線３１ｂを介して四角形の第２側板
３３を、谷折り線３１ｃを介して四角形の第３側板３４をそれぞれ連設し、第１側板３２
の第２側板３３側に谷折り線３２ａを介して第１フラップ３５を連接し、第２側板３３の
第３側板３４側に谷折り線３３ａを介して第２フラップ３６を、第３側板３４の第１側板
３２側に谷折り線３４ａを介して第３フラップ３７をそれぞれ連設するとともに、第１側
板３２に谷折り線３２ｂを介して三角形の蓋板３８を連設している。各フラップ３５，３
６，３７は、展開状態で隣接する側板との間を埋める大きさに形成され、中央部分に谷折
り線３５ｂ，３６ｂ，３７ｂをそれぞれ設けている。
【００１４】
また、第２側板３３に谷折り線３３ｂを介して折り曲げ片３９を、第３側板３４に谷折り
線３４ｂを介して折り曲げ片４０をそれぞれ連設している。さらに、蓋板３８の第２側板
３３に対応する辺３８ａに係止片４１を、第３側板３４に対応する辺３８ｂに係止片４２
をそれぞれ折り曲げ可能に設け、第２側板３３の折り線３３ｂの中央に係止片４１の挿入
溝４３を、第３側板３４の折り線３４ｂの中央に係止片４３の挿入溝４４をそれぞれ形成
している。
【００１５】
第１フラップ３５と第２側板３３とは、それぞれの対向辺３５ａ，３３ｃに互いに係合す
るための切り欠き４５，４６を、同様に、第２フラップ３６と第３側板３４も、それぞれ
の対向辺３６ａ，３４ｃに切り欠き４７，４８を、第３フラップ３７と第１側板３２も、
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それぞれの対向辺３７ａ，３２ｃに切り欠き４９，５０をそれぞれ対応する位置に形成し
ている。
【００１６】
この食品包装箱３０は、各フラップ３５，３６，３７を谷折り線３５ｂ，３６ｂ，３７ｂ
にてそれぞれ二つに折り曲げた後、各フラップ３５，３６，３７をそれぞれ箱内側へ折り
曲げ、続いて、各側板３２，３３，３４を箱内側へ折り曲げて、第１フラップ３５を第２
側板３３の内側に、第２フラップ３６を第３側板３４の内側に、第３フラップ３７を第１
側板３２の内側にそれぞれ寄せ、この状態で、各側板３２，３３，３４で囲まれる空間内
に食品を入れ、折り曲げ片３９、４０を箱内側へ折り曲げ、蓋板３８を被せて、係止片４
１を挿入溝４３に、係止片４２を挿入溝４４にそれぞれ挿入することにより、食品包装箱
３０が組み立てられる。
【００１７】
皿として使用する場合は、前記第１実施形態例と同様に、蓋板３８を開けて各側板３２，
３３，３４及び各フラップ３５，３６，３７を展開し、各フラップ３５，３６，３７をそ
れぞれ広げて、第１フラップ３５の切り欠き４５を第２側板３３の切り欠き４６に、第２
フラップ３６の切り欠き４７を第３側板３４の切り欠き４８に、第３フラップ３７の切り
欠き４９を第１側板３２の切り欠き５０にそれぞれ係合させることにより、各側板３３，
３３，３４及び各フラップ３５，３６，３７が底板３１の周囲に斜め上方にに立ち上り、
底板３１の周囲に上方へ広がるテーパー状の縁を形成して皿状に組み立てられる。
【００１８】
　図８乃至図１０は、平面視五角形の食品包装箱に本発明を適用した第３実施形態例を示
すもので、図８は展開図、図９は箱として組み立てられた状態の斜視図、図１０は皿とし
て組み立てられた状態の斜視図である。食品包装箱６０は、五角形の底板６１の各辺に、
谷折り線６１ａを介して四角形の第１側板６２を、谷折り線６１ｂを介して四角形の第２
側板６３を、谷折り線６１ｃを介して四角形の第３側板６４を、谷折り線６１ｄを介して
四角形の第４側板６５を、谷折り線６１ｅを介して四角形の第５側板６６をそれぞれ連設
している。
【００１９】
また、第１側板６２の第２側板６３側に谷折り線６２ａを介して第１フラップ６７を、第
２側板６３の第３側板６４側に谷折り線６３ａを介して第２フラップ６８を、第３側板６
４の第４側板６５側に谷折り線６４ａを介して第３フラップ６９を、第４側板６５の第５
側板６６側に谷折り線６５ａを介して第４フラップ７０を、第５側板６６の第１側板６２
側に谷折り線６６ａを介して第５フラップ７１をそれぞれ連設するとともに、第１側板６
２に谷折り線６２ｂを介して五角形の蓋板７２を連設している。各フラップ６７，６８，
６９，７０，７１は、展開状態で隣接する側板との間を埋める大きさに形成されている。
【００２０】
さらに、第２側板６３に谷折り線６３ｂを介して折り曲げ片７３を、第３側板６４に谷折
り線６４ｂを介して折り曲げ片７４を、第４側板６５に谷折り線６５ｂを介して折り曲げ
片７５を、第５側板６６に谷折り線６６ｂを介して折り曲げ片７６をそれぞれ連設してい
る。また、蓋板７２の第２側板６３対応辺７２ａに係止片７７を、第３側板６４対応辺７
２ｂに係止片７８を、第４側板６５対応辺７２ｃに係止片７９を、第５側板６６対応辺７
２ｄに係止片８０をそれぞれ折り曲げ可能に設け、第２側板６３の折り線６３ｂ中央に係
止片７３の挿入溝８１を、第３側板６４の折り線６４ｂ中央に係止片７４の挿入溝８２を
、第４側板６５の折り線６５ｂ中央に係止片７５の挿入溝８３を、第５側板６６の折り線
６６ｂ中央に係止片７６の挿入溝８４をそれぞれ形成している。
【００２１】
第１フラップ６７と第２側板６３とは、それぞれの対向辺６７ａ，６３ｃに互いに係合す
るための切り欠き８５，８６を、同様に、第２フラップ６８と第３側板６４も、それぞれ
の対向辺６８ａ，６４ｃに切り欠き８７，８８を、第３フラップ６９と第４側板６５も、
それぞれの対向辺６９ａ，６５ｃに切り欠き８９，９０を、第４フラップ７０と第５側板
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６６も、それぞれの対向辺７０ａ，６６ｃに切り欠き９１，９２を、第５フラップ７１と
第１側板６２も、それぞれの対向辺７１ａ，６２ｃに切り欠き９３，９４をそれぞれ対応
する位置に形成している。
【００２２】
　この食品包装箱６０は、各フラップ６７，６８，６９，７０，７１をそれぞれ箱内側へ
折り曲げ、続いて、各側板６２，６３，６４，６５，６６を箱内側へ折り曲げて底板６１
の周囲に９０度立ち上げ、各側板６２，６３，６４，６５，６６で囲まれる空間内に食品
を入れ、折り曲げ片７３，７４，７５，７６を箱内側へ折り曲げ、蓋板７２を被せて、係
止片７７を挿入溝８１に、係止片７８を挿入溝８２に、係止片７９を挿入溝８３に、係止
片８０を挿入溝８４にそれぞれ挿入することにより、食品包装箱６０が組み立てられる。
【００２３】
皿として使用する場合は、前記第１，２実施形態例と同様に、蓋板７２を開けて各側板６
２，６３，６４，６５，６６及び各フラップ６７，６８，６９，７０，７１を展開し、第
１フラップ６７の切り欠き８５を第２側板６３の切り欠き８６に、第２フラップ６８の切
り欠き８７を第３側板６４の切り欠き８８に、第３フラップ６９の切り欠き８９を第４側
板６５の切り欠き９０に、第４フラップ７０の切り欠き９１を第５側板６６の切り欠き９
２に、第５フラップ７１の切り欠き９３を第１側板６２の切り欠き９４にそれぞれ係合さ
せることにより、各側板６２，６３，６４，６５，６６及び各フラップ６７，６８，６９
，７０，７１が底板６１の周囲に斜め上方に立ち上がり、底板６１の周囲に上方へ広がる
テーパー状の縁を形成して皿状に組み立てられる。
【００３２】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明の食品包装箱は、展開が容易で、展開すると、底面に空隙が
なくて内容物がこぼれない皿状にすることができる。したがって、別の皿を用意する必要
がない。また、持ち運びやすく、収納された食品に手を触れずに皿にすることができるか
ら衛生的である。さらに、底板、側板及びフラップの内側に絵を描くことにより、絵皿と
しての演出ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１実施形態例の箱の展開図
【図２】同じく箱に組み立てる途中の斜視図
【図３】同じく箱として組み立てられた状態の斜視図
【図４】同じく皿として組み立てられた状態の斜視図
【図５】第２実施形態例の箱の展開図
【図６】同じく箱として組み立てられた状態の斜視図
【図７】同じく皿として組み立てられた状態の斜視図
【図８】第３実施形態例の箱の展開図
【図９】同じく箱として組み立てられた状態の斜視図
【図１０】同じく皿として組み立てられた状態の斜視図
【符号の説明】
１…食品包装箱、２…底板、２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ…底板２の谷折り線、３…第１側板
、３ａ…第１側板３の谷折り線、４…第２側板、４ａ…第２側板４の谷折り線、５…第３
側板、５ａ…第３側板５の谷折り線、５ｂ…第３側板５の第１フラップ９との対向辺、５
ｃ…第３側板５の第３フラップ９との対向辺、６…第４側板、６ａ…第４側板６の谷折り
線、６ｂ…第４側板６の第２フラップ１０との対向辺、６ｃ…第４側板６の第４フラップ
１３との対向辺、７，８…蓋板、９…第１フラップ、９ａ…第１フラップ９の第３側板５
との対向辺、１０…第２フラップ、１０ａ…第２フラップ１０の第４側板６との対向辺、
１２…第３フラップ、１２ａ…第３フラップの第３側板５との対向辺、１３…第４フラッ
プ、１３ａ…第４フラップの第４側板６との対向辺、１５，１６，１７，１８，１９，２
０，２１，２２…切り欠き
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